わたくしの 近頃 書いた、 歴史上の 人物 を 取り扱った 

作品 は、 小説 だと か、 小説で ない とか 云って、 友人間 

にも 議論が ある。 しかし 所謂 normativ な 美学 を 奉じ 

て、 小説 はかうな くて はならぬ と 云 ふ 学者の 少く なつ 

た 時代に は、 此 判断 はな かくむ づ かしい。 わたくし 

自身 も、 これまで 書いた 中で、 材料 を 観照 的に 看た 程 

度に、 大分の 相違の あるの を 知って ゐる。 中に も 「栗 

山犬 膳」 は、 わたくしの すぐれなかった 健康と 忙し か 

つた 境界との ために、 殆ど 単に 筋 書 をした のみの 物に 

なって ゐる。 そこで それ を 太陽の 某 記者に わたす 時、 

小説 欄に 入れずに、 雑録 様の ものに 交ぜて 出して 貰 ひ 



思った。 これが 二つで ある。 

わたくしの あの 類の 作品が、 他の物と 違 ふ 点 は、 巧 

拙 は 別と して 種々 あらう が、 其 中核 は 右に 陳 ベた 点に 

あると、 わたくし は 思 ふ。 

友人 中には、 他人 は 「情」 を 以て 物 を 取り扱 ふのに、 

わたくし は 「智」 を 以て 取り扱 ふと 云った 人 も ある。 

しかし これ はわた くしの 作品 全体に 渡った 事で、 歴史 

上人 物 を 取り扱った 作品に 限って はゐ ない。 わたくし 

の 作品 は 概して dionysisdi でな くって、 apollinisdi 

なの だ。 わたくし はま だ 作品 を dionysisdi にしよう 

として 努力した こと はない。 わたくしが 多少 努力した 



じゅと 云 ひ、 弟 をつ し 王と 云 ふ。 母 は 二人の 育つ の を 

待って、 父 を 尋ねに 旅立った。 越後の 直 江の 浦に 来て、 

応 化の 橋の 下に 寝て ゐ ると、 そこへ 山岡大 夫と 云 ふ 人 

買が 来て、 だまして 舟に 載せた。 母子 三人に、 うば 竹 

と 云 ふ 老女が 附 いて ゐ たので ある。 さて 沖に 漕ぎ出し 

て、 山 岡 大夫は 母子 主従 を 二人の 船頭に 分けて 売った。 

一 人 は 佐 渡の ニ郎で 母とう ば 竹と を 買って 佐 渡へ 往く。 

一人 は宫 崎の 三郎 で、 あんじゅ とつし 王と を 買って 丹 

後の 由 良へ 往く。 佐 渡へ 渡った 母 は、 舟で 入水した う 

ば 竹に 離れて、 粟の 鳥を逐 はせられ る。 由 良 〔# 「由 

良」 は 底本で は 「山 良 匕 に 着いた あんじゅ、 つし 王 は 山 



椒大 夫と 云 ふ ものに 買 はれて、 姉 は汐を 汲ませられ、 

弟 は柴を I 別ら せられる。 子供 等 は 親 を 慕 つて 逃げよう 

として、 額に 恪印 をせられ る。 姉が 弟 を 逃がして、 跡 

に 残って 責め 殺される。 弟 は 中 山 国分寺の 僧に 救 はれ 

て、 京都に 往く。 清水寺で、 つし 王 は 梅 津院と 云 ふ 貴 

人に 逢 ふ。 梅 津院は 七十 を 越して 子がない ので、 子 を 

授けて 貰 ひたさに 参籠した ので ある。 

つし 王 は 梅 津院の 養子に せられて、 陸 奥 守 兼 丹 後 守 

になる。 つし 王 は 佐 渡へ 渡って 母 を 連れ戻し、 丹 後に 

入って 山椒 大夫を 竹の 鋸で 挽き 殺させる。 山椒 大 夫に 

は 太郎、 ニ郎、 三郎の 三人の 子が あった。 兄 二人 はつ 



し 王 をいた はった ので 助命せられ、 末の 三郎は 父と 共 

に虐 けた 〔# 「虐 けた」 は ママ U ので 殺される。 これが わ 

たくしの 知って ゐる 伝説の 筋で ある。 

わたくし はお ほよ そ此 筋を迪 つて、 勝手に 想像して 

書いた。 地の文 はこれ まで 書き 慣れた 口語体、 対話 は 

現代の 東京 語で、 只 山 岡 大夫ゃ 山椒 大 夫の 口吻に、 少 

し 古び を附 けた だけで ある。 しかし 歴史上の 人物 を 扱 

ふ 癖の 附 いたわた くし は、 まるで 時代と 云 ふ もの を 顧 

みずに 書く ことが 出来ない。 そこで 調度 やなん ぞは手 

近に ある 和名 抄 にある 名 を 使った。 官名なん ぞも 古い 

の を 使った。 現代の 口語体 文に 所々 古代の 名詞が 插ま 



寛 治 六 七 年の 頃、 二度目に 関白に なって ゐた藤 原師実 

を 出した。 

其 外、 つし 王の 父 正 氏と 云 ふ 人の 家 世 は、 伝説に 平 

将 門の 裔 だと 云って あるの を 見た。 わたくし は それ を 

面白くな く 思った ので、 只 高見 王から 筋 を 引いた 桓武 

平氏の 族と した。 又 山椒 大 夫に は 五 人の 男子が あった 

と 云って あるの を 見た。 就中 太郎、 ニ郎は あん 寿、 つ 

し 王 をいた はリ、 三郎は 二人 を虐 ける 〔# 「虐 ける」 は 

ママ〕 ので ある。 わたくし はいた はる 側の 人物 を 二人 

にす る 必要がない ので、 太郎を 失踪 させた。 

こんなにして 書き上げた 所で 見る と、 稍 妥当で なく 



感ぜられる 事が 出来た。 それ は 山椒 大夫 一 家に 虐 けら 

れる 〔# 「虐 けられる」 は ママ〕 に は、 十三と 云 ふつし 王 

が 年齢 も ふさ はしから うが、 国守になる に はいかが は 

しいと 云 ふ 事で ある。 しかしつ し 王に 京都で 身 を 立て 

させて、 何年 も 父母 を 顧みずに ゐ させる わけに はいか 

ない。 それ をさせる 動機 を 求める の は、 余り 困難で あ 

る。 そこで わたくし は 十三 歳の 国守 を 作る こと を も、 

藤 原 氏の 無 際限な 権力に 委ねて しまった。 十三 歳の 元 

服 は 勿論 早 過ぎ はしない。 

わたくしが 山椒 大夫を 書いた 楽屋 は、 無遠慮に ぶち 

まけて 見れば、 ざっと こんな 物で ある。 伝説が 人 買の 



事に 関して ゐ るので、 書いて ゐる うちに 奴隸 解放 問題 

なん ぞに 触れた の は、 已 〔# 「已」 は 底本で は 「巳 匕 む 

こと を 得ない。 

兎に角 わたくし は 歴史 離れが した さに 山椒 大夫を 書 

いたの だが、 さて 書き上げた 所 を 見れば、 なんだか 歴 

史 離れが し 足りない 〔# 「し 足りない」 は 底本で は 「足リ 

ない 匕 やうで ある。 これ はわた くしの 正直な 告白で あ 

る。 

(大正 四 年 一 月) 
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